
熊本大地震による被害についての調査報告 

 

 

大学弓道場（熊本県） 

熊本学園大学→水道管が破損。他いくつか被害あり。 

熊本県立大学→屋根等のずれ。他は大きな被害はなし。 

熊本大学→天井が崩壊、または歪んでいる。壁や地面に亀裂。 

崇城大学→特に大きな被害はなし。 

九州看護福祉大学→特に大きな被害はなし 

東海大学九州→地盤のズレにより道場および倉庫の沈下、破損。 

 

・全体的に額や弓具、鏡などの破損報告あり  

・すでに復旧工事に取り掛かっている大学もあるが、復旧の見通しも立っていない大学もあり 

・大学の弓道場が比較的無事でも、実家等が被害を受け金銭的に弓道を続けられるかわからない部員もいる。 

・地震でけがをした学生もいるが部員全員の安否確認はとれている。 

 

 

熊本市営弓道場 

北岡公園弓道場…壁に亀裂、天井が崩落等。被害大。復旧予定は立っていない。 

植木弓道場…屋根が破損し、雨漏りがひどい。安土も崩壊。復旧予定は立っていない。 

南部スポーツセンター弓道場…大きな被害はなかったものの、現在避難所の倉庫として使用されており、利用再

開の見通しは立っていない。 

総合体育館弓道場…大きな被害はなかったものの、現在避難所の倉庫として使用されており、利用再開見通しは

立っていない。また別施設に被害が出ており、全施設の復旧が終わらない限り再開できない。 

 

市営の弓道場で現在利用できる施設は無く、利用再開は早いところでも９月頃までは利用できない。 

 

 

現地学生から 

・現在練習を行う場所に困っている。 

・弓具が地震で破損したり傷ついたりしてしまった。 

・鏡が全部壊れてしまった。 

・巻き藁が地震で壊れたり、雨で使えなくなってしまった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

以下現地大学弓道場の写真 


